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　春は別れと出会いの季節。もち
ろん編集者も別れと出会いがあり
ましが、編集者自身に異動はあり
ませんでした。また広報担当とし
て１年間カメラを片手に和島村各
地を回ることになります。今年度
も多くの行事に行き、たくさん撮
影しようと思っております。村民
の皆様ご協力をお願い申し上げます。
�さて、新年度ということで今月
号から表紙と裏表紙をリニューアル。
新しく「和島村記憶の一枚」を始
めました。このコーナーでは昔の
写真が必要になります。村民の皆
様の中で和島村の行事の写真、風
景の写真、思い出の写真などがご
ざいましたら、広報担当に一報く
ださい。あなたの写真が広報の裏
表紙を飾ります。 

和
島
村

和
島
村 
和
島
村

和
島
村 
和
島
村 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 0 8 3人（±０人） 
　●男　2 , 4 5 0人（±０人） 
　●女　2 , 6 3 3人（±０人） 
世帯数　1 , 3 1 1戸（－１戸） 

※２月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成16年４月１日発行　№368 

発　行：和島村役場 
編　集：企画観光課 
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％
増
） 

歳　　　出 歳　　　入 

国・県支出金 
8,930万7千円 
29.2％ 

国・県支出金 
5,700万円 
13.0％ 

国民健康保険料 
1億90万9千円 
33.0％ 

療養給付費交付金 
7,756万円 
25.4％ 

繰入金 
2,728万5千円 
8.9％ 

老人保健拠出金 
4,961万8千円 
16.2％ 

使用料 
2,846万円 
14.7％ 

地方交付税 
12億1,500万円 
40.6％ 

国・県支出金 
1億6,187万円 
5.4％ 

村債 
5億2,990万円 
17.7％ 

地方消費税交付金 
4,000万円 
1.3％ 

地方特例交付金 
1,400万円 
0.5％ 

その他 
6,950万円 
2.3％ 

人件費 
5億4,071万円 
18.1％ 

公債費 
3億5,944万円 
12.0％ 

扶助費 
8,312万円 
2.8％ 

普通建設事業費 
5億9,354万円 
19.8％ 

繰出金 
4億8,948万円 
16.4％ 

物件費 
3億9,257万円 
13.1％ 

補助費等 
2億4,949万円 
8.3％ 

積立金 
2億235万円 
6.8％ 

その他 
8,130万円 
2.7％ 

村税 
3億3,742万円 
11.3％ 

繰入金 
4億9,714万円 
16.6％ 

諸収入 
3,695万円 
1.2％ 

分担金及び負担金 
2,330万円 
0.8％ 

その他 
6,692万円 
2.3％ 

繰入金 
1億1,496万円 
59.2％ 

村債 
2,310万円 
11.9％ 

国・県支出金 
2,633万円 
13.6％ 

使用料 
4,605万円 
10.5％ 

繰入金 
2億5,311万円 
57.8％ 

その他 
1,084万円 
2.5％ 

施設管理費 
4.305万円 
9.8％ 

建設費 
1億3,725万円 
31.3％ 

公債費 
2億4,564万円 
56.1％ 

その他 
1,206万円 
2.8％ 

その他 
115万円 
0.6％ 

その他 
80万円 
0.4％ 

その他 
2万9千円 
0.0％ 保険料 

6,133万5千円 
16.8％ 

支払基金交付金 
1億843万6千円 
29.6％ 国庫支出金 

8,691万8千円 
23.7％ 

県支出金 
4,235万8千円 
11.6％ 

保険給付費 
3億3,886万1千円 

92.6％ 

総務費 
2,247万1千円 
6.1％ 

介護認定審査会 
構成町村負担金 
2,039万6千円 
89.3％ 

審査会和島村負担金 
243万2千円 
10.7％ 

介護認定審査会費 
2,282万9千円 
100.0％ 

その他 
1千円 
0.0％ 

その他 
2千円 
0.0％ 

その他 
473万8千円 
1.3％ 

繰入金 
6,699万4千円 
18.3％ 

公債費 
1億1,823万円 
60.9％ 

施設補修費 
5,151万円 
26.6％ 

施設管理費 
2,346万円 
12.1％ 

保険給付費 
2億509万9千円 
67.1％ 

支払基金交付金 
2億9,796万5千円 

60.0％ 

国庫支出金 
1億3,146万6千円 

26.5％ 

繰入金 
3,429万7千円 
6.9％ 

県支出金 
3,286万6千円 
6.6％ 

その他 
6千円 
0.0％ その他 

143万5千円 
0.3％ 

医療諸費 
4億9,516万5千円 

99.7％ 

介護納付金 
1,932万円 
6.3％ 

総務費 
1,271万2千円 
4.2％ 

保健事業費 
573万9千円 
1.9％ その他 

1,308万円 
4.3％ 

その他 
1,050万7千円 
3.5％ 

村債 
7,100万円 
16.2％ 

依 
自 

主 
財 

源 
存 

財 
源 

67.8％ 32.2％ 

国・県支出金 
8,930万7千円 
29.2％ 

国・県支出金 
5,700万円 
13.0％ 

国民健康保険料 
1億90万9千円 
33.0％ 

療養給付費交付金 
7,756万円 
25.4％ 

繰入金 
2,728万5千円 
8.9％ 

老人保健拠出金 
4,961万8千円 
16.2％ 

使用料 
2,846万円 
14.7％ 

地方交付税 
12億1,500万円 
40.6％ 

国・県支出金 
1億6,187万円 
5.4％ 

村債 
5億2,990万円 
17.7％ 

地方消費税交付金 
4,000万円 
1.3％ 

地方特例交付金 
1,400万円 
0.5％ 

その他 
6,950万円 
2.3％ 

人件費 
5億4,071万円 
18.1％ 

公債費 
3億5,944万円 
12.0％ 

扶助費 
8,312万円 
2.8％ 

普通建設事業費 
5億9,354万円 
19.8％ 

繰出金 
4億8,948万円 
16.4％ 

物件費 
3億9,257万円 
13.1％ 

補助費等 
2億4,949万円 
8.3％ 

積立金 
2億235万円 
6.8％ 

その他 
8,130万円 
2.7％ 

村税 
3億3,742万円 
11.3％ 

繰入金 
4億9,714万円 
16.6％ 

諸収入 
3,695万円 
1.2％ 

分担金及び負担金 
2,330万円 
0.8％ 

その他 
6,692万円 
2.3％ 

繰入金 
1億1,496万円 
59.2％ 

村債 
2,310万円 
11.9％ 

国・県支出金 
2,633万円 
13.6％ 

使用料 
4,605万円 
10.5％ 

繰入金 
2億5,311万円 
57.8％ 

その他 
1,084万円 
2.5％ 

施設管理費 
4.305万円 
9.8％ 

建設費 
1億3,725万円 
31.3％ 

公債費 
2億4,564万円 
56.1％ 

その他 
1,206万円 
2.8％ 

その他 
115万円 
0.6％ 

その他 
80万円 
0.4％ 

その他 
2万9千円 
0.0％ 保険料 

6,133万5千円 
16.8％ 

支払基金交付金 
1億843万6千円 
29.6％ 国庫支出金 

8,691万8千円 
23.7％ 

県支出金 
4,235万8千円 
11.6％ 

保険給付費 
3億3,886万1千円 

92.6％ 

総務費 
2,247万1千円 
6.1％ 

介護認定審査会 
構成町村負担金 
2,039万6千円 
89.3％ 

審査会和島村負担金 
243万2千円 
10.7％ 

介護認定審査会費 
2,282万9千円 
100.0％ 

その他 
1千円 
0.0％ 

その他 
2千円 
0.0％ 

その他 
473万8千円 
1.3％ 

繰入金 
6,699万4千円 
18.3％ 

公債費 
1億1,823万円 
60.9％ 

施設補修費 
5,151万円 
26.6％ 

施設管理費 
2,346万円 
12.1％ 

保険給付費 
2億509万9千円 
67.1％ 

支払基金交付金 
2億9,796万5千円 

60.0％ 

国庫支出金 
1億3,146万6千円 

26.5％ 

繰入金 
3,429万7千円 
6.9％ 

県支出金 
3,286万6千円 
6.6％ 

その他 
6千円 
0.0％ その他 

143万5千円 
0.3％ 

医療諸費 
4億9,516万5千円 

99.7％ 

介護納付金 
1,932万円 
6.3％ 

総務費 
1,271万2千円 
4.2％ 

保健事業費 
573万9千円 
1.9％ その他 

1,308万円 
4.3％ 

その他 
1,050万7千円 
3.5％ 

村債 
7,100万円 
16.2％ 

依 
自 

主 
財 

源 
存 

財 
源 

67.8％ 32.2％ 

歳出 歳入 

予算総額　3億556万8千円 
（対前年度比5.9％増） 

歳出 歳入 

予算総額　1億9,400万円 
（対前年度比37.6％増） 

歳出 歳入 

予算総額　4億3,800万円 
（対前年度比6.8％増） 

歳出 歳入 

予算総額　3億6,607万円 
（対前年度比0.7％増） 

歳出 歳入 

予算総額　2,283万円 
（対前年度比0.9％減） 

歳出 歳入 

予算総額　4億9,660万円 
（対前年度比7.0％減） 

   

●
自

主

財

源
…
村
税
や
村
の
施
設
や

使
用
料
な
ど
、
村
が
独
自
で
調
達
す
る

お
金
。 

●
依

存

財

源
…
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
か
ら
村
に
入
っ

て
く
る
お
金
。 

●
投
資
的
経
費
…
建
物
や
道
路
の
整
備

な
ど
、
そ
の
支
出
の
効
果
が
長
期
わ
た
っ

て
持
続
す
る
も
の
の
経
費 

●
義
務
的
経
費
…
人
件
費
や
公
債
費
の

よ
う
に
、
行
政
活
動
を
行
う
う
え
で
必

要
と
さ
れ
る
経
費 

●
村
　
　
　
税
…
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
や
会
社
の
法
人

税
な
ど
。 

●
繰
　
入
　
金
…
各
種
の
基
金
か
ら
一

般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
お
金
。 

●
国
・
県
支
出
金
…
事
業
を
行
う
た
め
の

国
や
県
か
ら
の
負
担
金 

●
地
方
交
付
税
…
国
の
所
得
税
、
法
人

税
、
酒
税
な
ど
を
、
村
の
財
政
需
用
に

応
じ
て
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金 

●
人
　
件
　
費
…
村
職
員
給
与
、
村
議

会
議
員
・
各
種
委
員
会
報
酬
な
ど
に
あ

た
る
お
金 

●
公
　
債
　
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に

借
り
入
れ
た
お
金
の
償
還
金 

●
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
の
整
備
、
公
共

施
設
な
ど
の
建
設
に
要
し
た
お
金 

●
物
　
件
　
費
…
消
耗
品
や
臨
時
職
員

賃
金
、
業
務
委
託
料
に
使
わ
れ
る
お
金 

                              

　
平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
ご
審
議

を
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
村
政
運
営
の
考
え
方

と
当
初
予
算
編
成
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、

議
会
を
通
じ
ま
し
て
村
民
の
皆
様
方
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
行
政
を
取
り
巻
く
現
在
の
状
況
と
致
し
ま
し

て
は
、
国
が
進
め
て
お
り
ま
す
「
構
造
改
革
」

の
真
っ
只
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
の
状

況
と
致
し
ま
し
て
は
、
国
が
改
革
の
名
の
下
に

行
っ
て
お
り
ま
す
各
種
の
縮
減
政
策
か
ら
地
方

公
共
団
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
デ
フ
レ
経
済
状

況
に
よ
る
経
済
情
勢
の
低
迷
と
相
ま
っ
て
、
財

政
的
に
非
常
に
覚
悟
と
忍
耐
が
必
要
な
と
こ
ろ

に
差
し
掛
か
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。 

　
国
と
地
方
の
経
済
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、 
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○
総
務
費
　
４
億
９
、８
７
０
万
円 

・
タ
ヒ
チ
交
流
関
係
事
業 

・
統
計
調
査
関
係 

・
選
挙
関
係
経
費 

・
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助 

 

○
民
生
費
　
３
億
４
、４
９
７
万
円 

・
腎
透
析
通
院
助
成 

・
除
雪
援
護
事
業
助
成 

・
敬
老
会
関
係
経
費 

・
高
齢
者
障
害
者
向
け
住
宅
整
備
事
業
補
助 

・
家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー
受
講
支
援
補
助 

・
放
課
後
児
童
・
延
長
保
育
対
策
経
費 

・
子
育
て
支
援
経
費 

・
保
育
所
、
児
童
遊
園
遊
具
設
置 

 

○
衛
生
費
　
１
億
７
、４
３
０
万
円 

・
乳
幼
児
医
療
費
扶
助 

・
ご
み
分
別
収
集
関
係
経
費 

・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業 

・
健
康
づ
く
り
関
連
事
業 

・
生
ゴ
ミ
処
理
機
補
助 

 

○
農
林
水
産
業
費
　
２
億
７
、９
９
５
万
円 

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金 

・
畜
産
環
境
美
化
事
業
補
助 

・
農
業
用
施
設
整
備
補
助 

・
生
産
調
整
関
連
事
業 

・
農
地
集
積
促
進
補
助 

・
特
産
品
開
発
補
助 

・
う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
事
業
補
助 

・
低
コ
ス
ト
生
産
用
機
械
補
助 

 

○
商
工
費
　
　
　
６
、５
４
１
万
円 

・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
運
営 

・
良
寛
の
里
管
理
運
営 

・
道
の
駅
管
理
運
営 

・
そ
の
他
観
光
事
業 

・
わ
し
ま
ま
つ
り
経
費 

 

○
土
木
費
　
４
億
９
、５
８
２
万
円 

・
村
道
整
備
事
業 

・
道
路
除
雪
関
係
経
費 

・
消
雪
パ
イ
プ
設
置
事
業 

・
県
営
事
業
負
担
金 

・
橋
梁
維
持
補
修
事
業 

 

○
消
防
費
　
　
　
９
、８
１
３
万
円 

・
与
板
郷
消
防
・
斎
場
事
務
組
合
負
担
金 

・
県
ポ
ン
プ
操
法
大
会
出
場
経
費 

 

○
教
育
費
　
６
億
　
４
７
３
万
円 

・
学
校
教
育
介
助
員
、
相
談
員
設
置 

・
小
・
中
英
語
指
導
員
派
遣 

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘 

・
公
民
館
各
種
教
室
関
係
経
費 

・
B
＆
G
プ
ー
ル
関
係
費 

・
学
校
週
５
日
対
策
経
費 

・
統
合
小
学
校
用
地
造
成 

 

○
そ
の
他
　
４
億
２
、９
９
９
万
円 

・
議
会
費 

・
労
働
費 

・
公
債
費 

・
災
害
復
旧
費 

昨
年
６
月
に
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
２
０
０
３
」
を
閣
議
決
定
し
、
一
般
に

骨
太
方
針
２
０
０
３
と
呼
ば
れ
、
国
と
地
方
の

改
革
と
し
て
、
国
か
ら
の
補
助
金
、
負
担
金
と

市
町
村
へ
の
地
方
交
付
税
交
付
金
、
税
源
委
譲

の
三
者
を
一
体
と
し
て
見
直
し
改
革
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
」
の
改
革
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
未
だ
に
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、

税
源
委
譲
の
具
体
案
も
確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
政
府
税
制
調
査
会
で
は
２
０
０
４
年
度
答
申

に
盛
り
込
む
と
発
表
さ
れ
、
こ
の
考
え
方
か
ら

す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
実
施
施
策
は
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

　
地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
税
収
の
落
ち

込
み
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
の
削
減
に

よ
り
歳
入
の
伸
び
が
全
く
期
待
で
き
ず
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
も
単
独

事
業
を
中
心
に
、
そ
の
規
模
を
圧
縮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
一
方
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
影
響
も
一
層

強
く
な
っ
て
来
て
お
り
、
更
に
、
社
会
福
祉
関

係
の
経
費
を
は
じ
め
と
し
て
、
財
政
支
出
要
因

は
む
し
ろ
増
え
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
長
い
経
済
不
況
の
低
迷
か
ら
脱
出
で
き
な
い

背
景
に
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
成
長
を
支
え

て
き
た
日
本
的
シ
ス
テ
ム
と
言
わ
れ
る
仕
組
み

が
、
新
た
な
潮
流
に
合
わ
な
く
な
っ
て
来
て
い

る
と
こ
ろ
に
要
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
環
境
に
果
敢
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
日
本
の
経
済
構
造
そ
の
も
の
を
変
え
て

行
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
現
在
国
に
お

き
ま
し
て
は
、
そ
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
慣
行
を
見

直
し
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
ま
し
て
、

今
日
本
は
歴
史
的
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
地
方
に
権
限
委
譲
を
行
う
と
す
る
地

方
分
権
も
構
造
改
革
の
一
環
で
あ
り
、
改
革
の

受
け
皿
と
な
り
得
る
た
め
の
方
策
と
し
て
自
治

体
の
再
編
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
行
財
政
基

盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
と
の
論
理
が

導
き
出
さ
れ
、
市
町
村
合
併
が
現
在
強
力
に
推

進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
ご
案
内
の
よ
う
に
、
和
島
村
に
お
き
ま
し
て

は
出
雲
崎
町
と
与
板
町
と
の
三
か
町
村
合
併
に

向
け
ま
し
て
、
現
在
法
定
協
議
会
に
お
い
て
制

度
調
整
が
成
さ
れ
て
お
り
、
建
設
計
画
検
討
委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
町
建
設
に
向
け
ま

し
て
計
画
検
討
が
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

　
三
か
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
特

例
法
の
適
用
期
限
が
刻
々
と
迫
っ
て
来
る
中
で
、

将
来
に
お
い
て
禍
根
を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
対
応
を
図
っ
て
参
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
町
村
合
併
を
国
の
財
政
事
情
と
は
違
っ

た
観
点
か
ら
捉
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、

成
熟
し
つ
つ
あ
る
地
方
自
治
の
自
立
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
農
村
地
域
に
お
け
る
理
想
の
居
住

地
と
し
て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
べ
き
時
代

の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
り
、
合
併
論
議
の

本
質
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
将
来
に
渡
っ
て
「
ゆ

と
り
と
豊
か
さ
」
が
実
感
で
き
、
個
性
的
で
味

わ
い
の
あ
る
「
理
想
郷
」
を
是
非
こ
の
地
域
に

実
現
す
る
と
い
っ
た
強
い
信
念
の
下
、
三
か
町

村
合
併
に
取
り
組
ん
で
参
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
特
に
就
任
以
来
、
和
島
村
自
ら
が
維
持
・
創

造
し
て
き
た
豊
か
な
自
然
を
基
盤
と
す
る
独
自

の
地
域
資
源
・
環
境
・
景
観
・
文
化
・
歴
史
に

対
し
て
「
誇
り
」
の
持
て
る
地
域
づ
く
り
に
主

眼
を
置
き
、
そ
う
い
う
中
に
お
き
ま
し
て
、
統

合
小
学
校
と
高
齢
者
福
祉
施
設
の
融
合
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
乗
効
果
を
期
待
す
る
教
育
・
福

祉
の
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
教
育
の
理
念
を

構
築
し
、
共
に
育
む
と
い
う
「
共
育
の
里
構
想
」

を
ご
提
案
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
「
共
育
の
里
構
想
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

三
か
町
村
の
文
化
の
筆
頭
と
も
言
う
べ
き
「
聖

僧
良
寛
」
の
「
悠
久
た
る
心
・
人
間
性
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
「
子
供
達
が
お
年
寄
り
を
敬
う

心
」
「
人
を
愛
す
る
心
」
、
そ
し
て
、
「
お
年

寄
り
の
生
き
る
喜
び
」
の
醸
成
を
機
軸
と
致
し

て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
情
操
教
育
で
あ

り
ま
す
。 

　
今
日
の
殺
伐
と
し
た
時
代
に
こ
そ
、「
礼
節
」

や
「
長
幼
の
序
」
と
い
っ
た
孔
子
の
教
え
に
よ

り
ま
す
、
日
本
の
精
神
的
原
点
を
顧
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
「
教
育
は
百
年
の
大
計
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、

幼
い
頃
か
ら
の
教
育
の
結
果
が
出
る
の
は
20

年
後
、
30
年
後
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
供
達
へ
の
対
応
と
、
今
日
の
地

域
社
会
を
構
築
し
て
い
た
だ
い
た
恩
あ
る
高
齢

者
の
皆
様
方
へ
の
対
応
は
急
務
と
認
識
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
に
関
し
ま
し
て
は
、
知
己
を
得
た
長

岡
造
形
大
学
の
大
学
院
の
学
科
長
で
あ
り
ま
す

後
藤
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
と
致
し
ま
し
て
、
10

数
名
も
の
先
生
方
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
大
学
と
行
政
と
の
理
念

か
ら
の
立
ち
上
げ
は
、
お
そ
ら
く
全
国
で
も
初

め
て
の
試
み
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
一
年
間
を
か
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
地

元
の
職
人
さ
ん
達
と
の
意
見
交
換
を
交
え
、
地

元
の
皆
さ
ん
と
共
に
思
い
を
一
つ
に
し
た
小
学

校
建
設
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
待
望
久
し
い
国
道
１
１
６
号
和
島
バ

イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
ま
し
て
、
新
た
な
時
代

の
幕
開
け
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ご
案
内
の
よ
う
に
新
潟
・
柏
崎
間
の

中
間
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
土
交
通
省

の
ご
好
意
に
よ
り
「
道
の
駅
」
が
整
備
さ
れ
、

イ
ン
フ
ォ
ア
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
や
ト
イ
レ

も
設
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、

和
島
村
に
お
き
ま
し
て
は
古
民
家
の
移
築
が
予

算
化
さ
れ
、
就
任
後
、
予
算
を
引
き
継
ぐ
中
で
、

公
園
の
整
備
等
補
正
予
算
を
お
願
い
し
、
更
に
、

道
の
駅
の
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
着
手
を
致

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
し
ま
し

て
は
、
基
本
的
に
商
業
ベ
ー
ス
の
展
開
を
抑
制

さ
れ
た
過
疎
債
の
制
限
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
国

策
で
あ
り
、
か
つ
、
県
に
お
き
ま
し
て
も
昨
年

来
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
域
活
動
の
核
と
な

る
ボ
ラ
ン
テ
ア
組
織
で
あ
り
ま
す
非
営
利
活
動

法
人
組
織
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成
に
着
目
を
し
、
コ
ス

ト
面
は
勿
論
の
こ
と
、
地
域
の
交
流
の
場
、
対

外
的
な
交
流
の
場
と
し
て
、
更
に
、
「
良
寛
の

里
」
や
「
て
ま
り
」
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
で
あ
り
ま
す
「
共
育
の

里
構
想
」
と
共
に
、
和
島
村
の
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
と
致
し
ま
し
て
情
報
発
信
を
成
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
住
民
主
役
の
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
参
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は

住
民
と
協
働
し
な
が
ら
「
基
礎
的
自
治
体
」
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
し
っ
か
り
と
持
ち
続
け
、

生
き
残
り
を
賭
け
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
参
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 



地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

下

富

岡 

若

野

浦 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内 

村
　
　
田 

城

之

丘 

両
　
　
高 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上 

下

町

下 

川
　
　
端 

道

城

下 

法

善

町 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

久
須
美
　
　
　
茂 

久
須
美
　
政
　
敏 

久
　
住
　
　
　
悟 

中
　
澤
　
　
　
隆 

竹
　
内
　
明
　
美 

関
　
川
　
勝
　
正 

藤
　
田
　
　
　
功 

高
　
橋
　
敏
　
雄 

佐
　
藤
　
　
　
昴 

山
　
口
　
正
　
則 

田
　
村
　
欣
　
吾 

渡
　
邉
　
一
　
也 

小
　
林
　
敏
　
夫 

足
　
立
　
　
　
正 

高
　
野
　
幸
　
英 

中
　
村
　
元
　
司 

竹
　
内
　
一
　
徳 

笠
　
原
　
順
　
司 

若
　
井
　
　
　
健 

星
　
野
　
順
　
作 

早
　
川
　
善
　
晴 

池
　
内
　
秀
　
朗 

加
　
瀬
　
光
　
志 

早
　
川
　
　
　
守 

小
　
林
　
数
　
雄 

早
　
川
　
　
　
江 

早
　
川
　
誠
　
治 

小
　
林
　
儀
　
男 

長
谷
川
　
芳
　
昭 

　
　
　
（
敬
称
略
） 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

上
小
島
谷 

中
小
島
谷 

下
小
島
谷 

駅
　
　
前 

下

富

岡 

若

野

浦 

阿
弥
陀
瀬 

高
　
　
畑 

日

野

浦 

中
　
　
沢 

梅
　
　
田 

東

保

内 

村
　
　
田 

城

之

丘 

両
　
　
高 

上
　
　
桐 

三
瀬
ヶ
谷 

北
　
　
野 

根

小

屋

 

荒
　
　
巻 

新
　
　
田 

中
　
　
央 

下

町

上

 

下

町

下

 

川
　
　
端 

道

城

下

 

法

善

町

 

寺
　
　
町 

小
　
　
谷 

 

久
須
美
　
勝
　
江 

平
　
澤
　
冨
　
重 

久
　
住
　
眞
知
子 

羽
　
入
　
美
　
子 

久
　
住
　
正
　
代 

細
　
山
　
洋
　
子 

八
　
子
　
英
　
子 

諸
　
橋
　
和
　
美 

佐
々
木
　
チ
ズ
子 

大
　
矢
　
レ
イ
子 

原
　
田
　
千
　
鶴 

山
　
田
　
満
　
榮 

 

青
　
柳
　
み
さ
い 

小
　
林
　
三
　
重 

宮
　
田
　
聿
　
子 

 

小
　
黒
　
惠
美
子 

山
　
崎
　
と
み
子 

池
　
田
　
丸
　
子 

栗
　
林
　
千
枝
子 

阿
　
部
　
多
鶴
子 

早
　
川
　
京
　
子 

木
　
村
　
佐
和
子 

関
　
川
　
歓
　
子 

木
　
村
　
久
　
榮 

中
　
島
　
孝
　
子 

早
　
川
　
優
　
子 

早
　
川
　
香
魚
子 

小
　
林
　
み
ど
り 

長
谷
川
　
富
美
子 

　
　
　
（
敬
称
略
） 

地
区
名 

氏
　
　
　
　
名 

7

生
活
環
境
推
進
員 

生
活
環
境
推
進
員 

健
康
づ
く
り
推
進
員 

健
康
づ
く
り
推
進
員 

平
成
16
年
度 

訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養
成
研
修
受
講
者
募
集 

　
平
成
 16
年
度
の
「
生
活
環
境
推
進
員
」

及
び
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
の
み
な

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

　
生
活
環
境
推
進
員
さ
ん
か
ら
は
、
村

民
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
活

動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
推
進
員
さ
ん
か
ら
は
村
民
の
健
康
増

進
と
栄
養
改
善
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
推
進
員
さ
ん
は
あ
く
ま
で

も
み
な
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
役
で
、
主
役

は
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
各
推
進
員
さ
ん

と
協
力
し
て
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
、

そ
し
て
健
康
づ
く
り
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。 

 

　
和
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
和
島

村
及
び
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会
と
共
同
で
、

地
域
に
お
け
る
在
宅
介
護
の
担
い
手
を
養

成
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
訪
問
介
護
員

２
級
課
程
養
成
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。 

■
受
講
資
格 

　
和
島
村
に
住
所
を
有
し
、
高
齢
者
福
祉

に
関
心
の
あ
る
方
で
、
現
に
家
族
介
護
を

行
っ
て
い
る
方
又
は
過
去
に
家
族
介
護
を

行
っ
て
い
た
方
、
訪
問
介
護
に
従
事
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
方
及
び
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
方 

■
日
　
程 

　
５
月
８
日
か
ら
８
月
 28
日
ま
で
主
に
土

曜
日
を
予
定 

（
詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
） 

■
会
　
場 

「
和
島
村
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
き
わ
り
荘
）
」 

「
和
島
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」 

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桐
原
の
郷
」 

（
寺
泊
町
） 

「
介
護
老
人
保
健
施
設
て
ら
ど
ま
り
」 

（
寺
泊
町
） 

「
介
護
老
人
保
健
施
設
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
与
板
」

（
与
板
町
） 

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
け
や
き
の
杜
」

（
長
岡
市
） 

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
し
ま
園
」 

（
三
島
町
） 

 

   
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑
」

（
長
岡
市
） 

■
募
集
人
員
　
　
 15
名 

■
受

講

料
　
　
３
５
、
０
０
０
円 

（
開
講
式
当
日
納
入
） 

※
村
の
「
受
講
料
一
部
補
助
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
役
場
住
民
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
（
役
場
住
民
課
住
民
福
祉
係
　 

　
　
　
　
�
 74
―
３
１
１
１
） 

■
申
込
期
間 

　
４
月
１
日

 （木）
〜
４
月
 23
日

 （金） 

■
申
込
方
法 

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

和
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

■
修
了
証
の
交
付 

　
全
課
程
の
修
了
を
条
件
と
し
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
社
会
福
祉
協
議
会
　 

（
�
 74
―
２
９
１
１
） 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※
受
講
が
決
定
し
ま
し
た
ら
後
日
「
受
講

決
定
通
知
」
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

※
申
込
用
紙
は
上
記
「
会
場
」
に
記
載
し

た
場
所
の
ほ
か
、
役
場
住
民
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
本
研
修
会
は
、
資
格
の
取
得
を

主
眼
と
し
た
講
習
会
で
す
。
資
格
取
得

後
の
就
業
先
の
斡
旋
等
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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そ
う
い
う
中
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な

基
礎
的
自
治
体
の
努
力
を
無
視
す
る
か
の
よ
う

に
、
国
の
地
方
制
度
調
査
会
が
示
し
た
今
後
の

基
礎
的
自
治
体
の
あ
り
方
は
、
地
域
ご
と
の
歴

史
や
文
化
、
地
形
、
面
積
等
を
無
視
し
て
、
全

国
一
律
の
人
口
だ
け
で
集
約
し
、
数
合
わ
せ
の

自
治
体
を
作
ろ
う
と
い
う
感
が
否
め
ま
せ
ん
。

財
政
効
率
・
規
模
の
拡
大
の
み
に
視
点
を
置
い

た
も
の
で
あ
り
、
農
山
村
地
域
の
切
り
捨
て
と

捉
え
ら
れ
て
も
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
多
く
の
人
口
が
都
市
部
に
集
中
し
、
し
か
も
、

経
済
活
動
に
伴
う
税
源
に
つ
き
ま
し
て
も
多
く

が
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
農
山
村
に

対
し
都
市
が
優
位
な
立
場
に
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
で
す
。 

　
農
山
村
が
日
本
の
基
盤
を
支
え
、
都
市
、
更

に
は
、
国
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
や
多
様
性
を
認
め
合
い
、
お
互
い

に
足
ら
ざ
る
を
補
い
合
い
、
農
山
村
と
都
市
の

人
口
の
流
出
・
還
流
に
よ
っ
て
新
た
な
可
能
性

を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と
が
重
要
か
つ
必
要
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
て
行
く
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
農
山
村
と
都
市
と
の
「
共
生
と
対
流
」

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
私
達
は
自
然
と
共
存

し
な
が
ら
山
林
や
農
地
の
持
つ
公
益
的
機
能
を

維
持
す
る
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
、
歴
史
・

文
化
と
共
に
、
美
し
い
日
本
の
維
持
・
創
造
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。 

　
予
算
編
成
時
に
県
に
お
き
ま
し
て
は
臨
時
財

政
対
策
債
と
地
方
交
付
税
を
合
わ
せ
て
12
％

の
減
額
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
当
初
不
足
額
と
合

わ
せ
ま
し
て
８
５
０
億
円
の
財
源
不
足
を
生
ず

る
こ
と
と
な
り
、
市
町
村
へ
の
影
響
、
特
に
大

型
補
助
金
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
非

常
事
態
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
当
然
、
今
日
ま
で
の
国
県
へ
の
依
存
が
大
き

い
地
方
公
共
団
体
に
お
き
ま
し
て
は
痛
恨
の
痛

み
で
あ
り
、
財
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
多
大

な
支
障
を
来
た
す
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
で

あ
る
と
い
う
大
原
則
に
立
ち
、
引
き
続
き
行
政

運
営
の
健
全
化
と
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、
多
様
か
つ
高
度
化
す
る
行
政
需
要
に
積
極

的
に
応
え
、
攻
め
の
行
政
展
開
に
努
力
を
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
自

己
決
定
・
自
己
責
任
」
に
加
え
、
「
自
立
」
と

言
っ
た
要
素
を
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
目
に

見
え
る
も
の
と
し
て
示
し
て
行
か
な
け
れ
ば
真

の
地
方
分
権
型
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
・
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
官
民
「
協
働
」
の
も
と
、
個
性

あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
、
揺
る
ぎ
の
無
い

信
頼
を
得
る
村
政
へ
、
そ
の
歩
み
を
力
強
く
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
歩
み
は
、
「
改
革
と
行

動
」
の
実
践
で
あ
り
、
町
村
合
併
後
の
和
島
村

の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
更
に
、
生
き

残
り
を
賭
け
た
地
域
づ
く
り
の
礎
を
構
築
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次

代
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
農
村
の
小

さ
な
町
か
ら
全
国
に
向
け
て
、
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
行
く
布
石
を
し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
身
に
叱
咤
激
励
を
致
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
最
後
に
、
行
政
の
責
務
で
あ
り
ま
す
「
安
心
」

「
安
全
」
「
安
定
」
「
安
寧
」
と
共
に
、
「
究

極
的
な
サ
ー
ビ
ス
業
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

更
に
、
村
民
の
皆
様
方
に
「
夢
と
希
望
」
を
お

与
え
す
る
の
が
義
務
で
あ
る
と
い
う
理
念
の
も

と
に
、
生
き
残
り
を
賭
け
た
地
域
づ
く
り
を
職

員
と
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
致
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
議
会
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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トピックス 

お
い
し
い
料
理
に
舌
つ
づ
み 
決
意
を
新
た
に
３
年
間
の
締
め
く
く
り 

い
じ
め
を
せ
ず
に
楽
し
く
す
ご
し
ま
し
ょ
う 

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う  

楽
し
も
う 

こ
こ
ろ
の
居
場
所  

み
つ
け
ま
し
ょ
う 

い
ざ
と
い
う
時  

逃
げ
る
こ
と 

心
掛
け
よ
う
　
心
の
健
康 

                     

　
３
月
 11
日

 （木）
桐
島
小
学
校
で
防
犯
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、５
年
生
の
教
室
に
不
審
者

が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
行
な
わ
れ
、

不
審
者
が
侵
入
す
る
と
児
童
は
声
を
上

げ
な
が
ら
も
す
ば
や
く
行
動
、足
早
か
つ

静
か
に
体
育
館
へ
避
難
し
ま
し
た
。 

　
不
審
者
は
担
任
の
先
生
や
校
長
先
生

が
対
応
し
て
い
る
間
に
駆
け
つ
け
た
駐

在
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
「
今
回
は
誰
が
い
つ

来
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
来
た
時
に
は
本
当
に
怖
く
な
り
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

   

　
３
月
１
日

 （月）
、
小
島
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

で
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
制
度
の
事

業
の
一
環
と
し
て
食
品
加
工
の
料
理
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
主
婦
 18
人
が
参
加
、
大
豆

を
使
っ
た
料
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

豆
は
１
時
間
半
ほ
ど
で
、
豆
腐
な
ど
、

お
い
し
い
料
理
に
姿
を
変
え
て
い
き
ま

し
た
。
で
き
た
て
料
理
は
早
速
、
昼
食

会
で
試
食
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
昼

食
と
な
り
ま
し
た
。 

　
最
近
で
は
地
産
地
消
の
考
え
方
が
広

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
お
い
し
く
、

ま
た
顔
の
見
え
る
作
物
を
積
極
的
に
活

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

   

　
２
月
 26
日

 （木）
保
育
所
・
幼
稚
園
に
お

い
て
、
村
の
人
権
擁
護
員
と
新
潟
地
方

法
務
局
柏
崎
支
局
の
職
員
が
訪
れ
人
権

Ｐ
Ｒ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
紙
し
ば
い
を
行
っ
た
後
、
遊
戯
室
に

人
権
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
人
権
ま
も
る
」

く
ん
、
「
人
権
あ
ゆ
み
」
ち
ゃ
ん
が
入
っ

て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
は
し
ゃ

ぎ
。
た
ち
ま
ち
回
り
を
囲
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
「
人
権
あ
ゆ
み
」
ち
ゃ
ん
が

「
い
じ
め
る
こ
と
な
く
み
ん
な
で
楽
し

く
す
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
う
と
子
ど

も
た
ち
は
ハ
ー
イ
と
元
気
な
声
で
答
え

て
い
ま
し
た
。 

　
春
の
日
差
し
が
差
し
込
ん
だ
３
月
９

日
 （火）
、
北
辰
中
学
校
で
第
 51
回
の
卒
業

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
式
典

で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
壇
上
で

中
学
校
生
活
の
思
い
出
や
、
こ
れ
か
ら

の
決
意
、
そ
し
て
将
来
の
夢
な
ど
を
堂
々

と
述
べ
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
校
長
先
生
か
ら
卒
業
生
へ
「
人

は
自
ら
の
努
力
と
誓
い
、
そ
し
て
お
ご

ら
ず
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
で
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
北
辰
中
学

校
で
身
に
付
け
た
自
分
の
特
性
に
自
信

を
持
ち
ど
う
か
自
分
の
成
長
を
心
掛
け

大
い
に
前
進
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
卒
業
式
の
最
後
に
は
、
卒
業
記
念
合

唱
も
行
な
わ
れ
、
多
く
の
女
子
生
徒
が
、

涙
を
流
し
な
が
ら
、
「
こ
の
地
球
の
ど

こ
か
で
」
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

　
校
門
を
後
に
す
る
時
に
は
、
全
在
校

生
と
教
職
員
が
卒
業
生
を
見
送
り
、
一

人
ひ
と
り
に
花
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
在
校
生
と
卒
業
生
が
伝
統
の
エ
ー

ル
交
換
を
行
い
北
辰
中
学
校
の
校
門
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
中
学
校
生
活
最
後
の
締
め
く
く
り
に

臨
ん
だ
 38
名
の
卒
業
生
た
ち
は
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
３
年
間
過
ご
し

た
学
舎
に
別
れ
を
つ
げ
ま
し
た
。 

 

   

　
３
月
５
日

 （金）
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
地
域
リ
ハ
ビ
リ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
が
行
な
わ
れ
 16
地
区
 54
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
は
子
育
て
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

小
柳
信
子
さ
ん
よ
り
「
こ
こ
ろ
の
居
場

所
」
と
題
し
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
人
は
ど
ん
な
時
、
ホ
ッ
と
で
き
る
の

だ
ろ
う
ね
」
と
参
加
者
と
共
に
考
え
た

２
時
間
で
し
た
。 

　
小
柳
さ
ん
か
ら
は
、
『
よ
く
来
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
お

年
寄
り
へ
の
感
謝
の
心
と
、
笑
顔
で
の

触
合
い
が
、
そ
し
て
聴
く
こ
と
が
こ
こ

ろ
の
居
場
所
を
つ
く
る
の
で
す
よ
。
き

ば
ら
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
続

け
て
い
っ
て
下
さ
い
。
」
と
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
力
と
共
に
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
地
区
リ
ハ
ビ
リ
」
が
今
後

も
続
い
て
い
け
そ
う
で
す
。 

              

　
３
月
２
日

 （火）
、
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
う
つ
病
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
新
潟
県
立
小
出
病
院
精
神
神

経
科
部
長
の
高
橋
邦
明
医
師
が
講
師
と

し
て
訪
れ
、
約
 60
名
も
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
「
う
つ
病
は
ほ

う
っ
て
お
け
ば
死
ま
ね
く
病
気
で
す
が
、

治
療
す
れ
ば
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

う
つ
病
も
他
の
病
気
と
同
じ
く
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
う
つ
病

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
上
手
に
休
む
こ

と
も
覚
え
ま
し
ょ
う
」
と
講
演
さ
れ
、

参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に

話
し
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

   

　
３
月
３
日

 （水）
に
保
育
所
に
お
い
て
、

に
こ
に
こ
ル
ー
ム
と
保
育
園
児
の
合
同

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
と
保
育

所
の
つ
ぼ
み
組
の
子
ど
も
た
ち
が
初
め

て
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。 

　
リ
ズ
ム
体
操
を
し
た
り
、
ひ
な
祭
り

に
ち
な
ん
で
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

を
歌
っ
た
り
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
い
つ
も
よ
り
大
勢
の

お
友
達
を
前
に
、
少
し
興
奮
気
味
の
子

ど
も
た
ち
。 

　
最
後
に
つ
ぼ
み
組
の
子
ど
も
た
ち
が

「
に
こ
に
こ
さ
ん
、
ま
た
一
緒
に
遊
ぼ

う
ね
」
と
言
う
と
、
に
こ
に
こ
ル
ー
ム

の
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
答
え
て
い
ま

し
た
。 
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教
育
相
談
員
紹
介 

い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も 

和
島
村
教
育
相
談
員
　
城
之
丘
　
菊
地
武
典 

 

さ
わ
や
か
健
康
教
室 

　
　
　
　  

参
加
者
募
集 

卓
球
サ
ー
ク
ル 

　
　
　
　
　
会
員
募
集 

　
村
内
を
は
じ
め
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
す
る
ソ
ー
ラ
ン
隊
が
、
華
麗
な

舞
い
の
ひ
き
た
て
役
”大
漁
旗
振
り
隊
“
を

募
集
 !! 

　
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
も
大
き
な
フ
ラ
ッ

グ
（
旗
）
を
振
る
人
た
ち
は
そ
の
場
を

盛
り
上
げ
る
大
切
な
サ
ポ
ー
タ
ー
。 

　
あ
な
た
も
大
漁
旗
振
り
隊
に
な
っ
て
、

和
島
の
新
し
い
文
化
を
一
緒
に
楽
し
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

☆
募
集
人
数
／
５
〜
６
名 

☆
募
集
対
象 

　
小
学
４
〜
中
学
３
年
生 

（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
） 

☆
活
動
日
時 

　
毎
週
土
曜
日 

午
後
７
時
 30
分
〜
９
時 

（
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
参
加
時
） 

☆
活
動
会
場
／
小
体
育
館 

※
な
お
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
同
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先 

公
民
館
（
�
 74
―
３
１
１
１
）
ま
で 

 

      

　
雪
ま
じ
り
の
強
風
の
中
を
子
供
た
ち

の
朝
の
登
校
が
始
ま
る
。
風
に
負
け
ま

い
と
前
か
が
み
に
な
っ
て
一
歩
一
歩
、

学
校
に
向
か
う
。
そ
れ
で
も
「
お
は
よ

う
、
が
ん
ば
れ
ー
」
と
声
を
か
け
れ
ば

「
お
は
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
ー
す
」
と

元
気
に
返
事
が
返
っ
て
き
て
う
れ
し
い
。 

　
昨
日
は
、
家
庭
で
ど
ん
な
団
ら
ん
を

過
ご
し
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
ど
ん
な
朝

を
迎
え
て
の
登
校
か
な
？ 

　
楽
し
そ
う
に
語
ら
い
笑
い
声
を
響
か

せ
な
が
ら
学
校
か
ら
帰
宅
す
る
姿
に
今

日
一
日
が
充
実
し
て
満
足
感
に
あ
ふ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
で
も
、

あ
の
一
人
で
歩
い
て
い
る
子
は
、
ど
う

し
た
の
か
な
？
　
少
し
不
安
が
よ
ぎ
る 

　
子
供
た
ち
の
毎
日
の
学
校
生
活
の
様

子
に
つ
い
て
、
先
生
方
と
話
し
合
う
た

め
に
、
時
々
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
で
は
、
保
護
者
の
方
々
と
語
ら

う
中
で
、
こ
の
頃
の
学
校
の
様
子
や
子

供
た
ち
の
姿
の
話
し
が
出
る
。
そ
ん
な

時
の
意
見
や
質
問
、
賞
賛
の
話
し
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も

一
報
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
話
し
を
聞
い

た
り
、
出
か
け
て
い
っ
た
り
し
な
が
ら

相
談
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

                

　
教
育
相
談
員
と
は
、
幼
稚
園
か

ら
高
校
生
ま
で
の
方
々
、
そ
の
家

族
の
方
の
教
育
に
関
す
る
悩
み
や

心
配
事
の
ご
相
談
に
応
じ
、
様
々

な
方
法
で
お
子
様
の
状
態
の
改
善

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
役
割
と
し

て
い
ま
す
。 

○
友
だ
ち
の
こ
と
や
学
校
の
こ
と

　
で
悩
ん
で
い
る
こ
と  

○
先
生
に
も
両
親
に
も
言
え
な
く

　
て
困
っ
て
い
る
こ
と  

○
子
育
て
や
し
つ
け
に
関
す
る
相

　
談 

学
校
生
活
（
不
登
校
・
友
だ

　
ち
関
係
な
ど
）に
関
す
る
こ
と  

○
就
学
指
導
に
関
す
る
こ
と  

　
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。 

　
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

    

　
普
段
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
て

肥
満
や
体
力
低
下
、
運
動
不
足
を
解
消

し
、
生
活
習
慣
病
予
防
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
！
こ
の
教
室
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

か
ら
始
ま
る
軽
い
運
動
を
行
い
ま
す
。

不
眠
や
体
力
低
下
、
ス
ト
レ
ス
、
肩
こ

り
、
腰
痛
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
日
】
　
　 

　
　
４
／
 15
　

 （木）
、
５
／
６
　

 （木）  

　
　
５
／
 20
　

 （木）
、
６
／
 10
　

 （木） 

　
　
６
／
 17
　

 （木）
、
７
／
８
　

 （木） 

　
　
７
／
 29
　

 （木）
、
８
／
 19
　

 （木） 

　
　
９
／
９
　

 （木）
、
９
／
 30
　

 （木）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
 10
回 

【
時
　
間
】
　 

　
午
前
９
時
 30
分
〜
 11
時
 30
分 

【
会
　
場
】
　
保
健
セ
ン
タ
ー
等 

【
内
　
容
】
　 

　
体
脂
肪
測
定
、
血
圧
測
定
、
有
酸

素
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ 

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

体
操
、
生
活
習
慣
病
予
防
講
話
、
心

の
健
康
講
話
な
ど 

【
対
　
象
】
　
ど
な
た
で
も 

【
定
　
員
】
　
 20
名
程
度 

【
受
講
料
】
　
２
、
０
０
０
円
（
 10
回

分
）
教
室
初
日
に
お
願
い
し
ま
す
。 

【
講
　
師
】
　
加
勢
　
幸
江
先
生
、 

　
　
　
　
　
　
今
井
　
裕
子
先
生
ほ
か 

【
持
ち
物
】
　
運
動
し
や
す
い
服
装
、

　
　
　
　
　
　
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲

　
　
　
　
　
　
物
等 

【
申
込
み
】
　
電
話
で
お
申
込
く
だ
さ

　
　
　
　
　
　
い
。 

    

　
卓
球
サ
ー
ク
ル
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
特

に
、
申
込
等
は
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

☆
活
動
日
／
毎
週
金
曜
日 

☆
場
　
所
／
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
（
小
体
育
館
） 

☆
時
　
間
／
午
後
７
時
〜 

☆
対
　
象
／
高
校
生
以
上 

   

☆
４
月
 11
日

 （日） 

☆
４
月
 25
日

 （日） 
        

　
電
話
番
号 

　
　
　
74
―
３
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
　
　
74
―
３
５
０
０ 

 

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後 

　
５
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の 

　
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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体
操
の
つ
ど
い
参
加
募
集 

〜
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル
〜 

 

図
書
室
だ
よ
り 

 
        

　
今
日
、
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
・

普
及
や
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
変
化
、

さ
ら
に
は
幼
児
期
か
ら
の
読
書
週
間
の

未
形
成
な
ど
か
ら
、
子
ど
も
の
「
読
書

離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ら
を
受
け
、
子
ど
も
が
積
極
的

に
読
書
活
動
を
行
な
う
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
 13
年
に
設
け
ら
れ

た
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
。 

　
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書

に
親
し
め
る
よ
う
児
童
書
を
増
冊
。
ま

た
、
乳
幼
児
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る

読
み
聞
か
せ
向
け
の
絵
本
を
多
数
入
荷

し
ま
し
た
。 

　
ち
な
み
に
、
平
成
 13
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
児
童
生
徒
の
１
ヶ
月
の
平
均
読

書
冊
数
は
、
小
学
校
で
 6.2
冊
、
中
学
校

で
 2.1
冊
、
高
校
で
 1.1
冊
。 

１
ヶ
月
に
１
冊
も
本
を
読
ま
な
か
っ
た

児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学
校
で
 10.5
％
、

中
学
校
で
 43.7
％
、
高
校
で
は
 67.0
％
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
最
低
レ
ベ
ル
の
国
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
を
契
機
に
、

読
書
や
、
読
み
聞
か
せ
を
始
め
ま
し
ょ

う
。 

        

【
幼
児
・
児
童
向
け
】 

「
ほ
の
ぼ
の
絵
本
り
ょ
う
か
ん
さ
ま
」 

「
絵
童
話
り
ょ
う
か
ん
さ
ま
」 

「
良
寛
さ
ま
っ
て
ど
ん
な
人
」 

「
ま
ん
が
貞
心
尼
も
の
が
た
り
」 

「
ぼ
く
も
ぼ
く
の
こ
と
す
き
」 

「
伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の
１
０
０
話
」 

【
成
人
向
け
】 

「
蹴
り
た
い
背
中
」
（
綿
矢
り
さ
） 

「
蛇
に
ピ
ア
ス
」
（
金
原
ひ
と
み
） 

「
幻
夜
」
（
東
野
圭
吾
） 

「
白
い
巨
塔
」
（
山
崎
豊
子
） 

   

　
み
な
さ
ん
良
寛
様
に
つ
い
て
知
っ
て

い
ま
す
か
。 

　
良
寛
様
は
２
５
０
年
間
と
い
う
長
期

間
に
渡
っ
て
、
人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る

魅
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

　
公
民
館
で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
良
寛
様
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

良
寛
様
の
本
を
大
量
に
入
荷
い
た
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
機
会
に
良
寛
の
人
柄
や
感
性
、

そ
し
て
生
き
方
に
つ
い
て
触
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

               

※
こ
れ
ら
の
本
は
〔
ゆ
き
わ
り
荘
〕
で

　
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
時
間
は
午
前
８
時
 30
分
〜
午
後
５
時

　
ま
で
。
土
曜
日
、
日
曜
日
も
貸
し
出

　
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
健
康
づ
く
り
に
有
効
的
な
有
酸
素
運

動
。
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
簡
単

な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動

を
行
な
う
こ
と
で
適
度
な
刺
激
を
与
え
、

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。 

　
日
頃
の
運
動
不
足
や
一
人
で
は
な
か

な
か
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
方
。
ぜ

ひ
、
一
緒
に
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

□
期
　
日
　
毎
週
水
曜
日 

□
時
　
間
　
午
後
７
時
 30
分
〜
９
時
頃 

□
会
　
場
　
小
体
育
館
（
役
場
隣
り
） 

□
対
　
象
　
年
齢
・
性
別
は
不
問
で
す 

□
持
　
物
　
う
ち
履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲

み
物
（
水
・
お
茶
な
ど
） 

□
参
加
費
　
無
料 

□
申
込
み
　
不
要 

　
　
　
　
　
直
接
ご
来
場
下
さ
い 

□
お
問
合
せ
　
代
表
　
関
川
た
づ
子 

　
　
　
　
　
　
（
�
 74
―
３
０
８
６
） 

　
ま
た
は
公
民
館
ま
で 

※
な
お
、
毎
週
水
曜
日
、
右
記
時
間
・

会
場
に
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
見
学
・
体
験
な
ど
、
大
歓
迎

で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 
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第3回　下水処理の仕組み 

③浄化槽の底に沈む 

①微生物が汚れを食べる 

②食べて重くなる 

　
島
崎
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
道
１
１
６
号
和
島
バ
イ
パ
ス
の

開
通
に
と
も
な
い
、
旧
１
１
６
号

沿
い
の
下
水
工
事
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

　
平
成
 16
年
度
か
ら
整
備
を
開

始
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

　
前
回
ま
で
に
和
島
村
の
下
水
道
に
は
公

共
下
水
道
と
農
業
集
落
排
水
の
二
つ
の
種

類
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
そ
の
下
水
処
理
の
仕
組

み
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。 

☆
下
水
の
処
理
方
法 

 

　
公
共
下
水
道
で
は
、
回
分
式
活
性
汚
泥

方
式
が
、
農
業
集
落
排
水
で
は
、
「
嫌
気

性
ろ
床
及
び
接
触
ば
っ
気
を
組
み
合
わ
せ

た
方
式
」
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
も
非
常
に
長
く
、
難
し
そ
う
な

名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
な
仕

組
み
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。 

　
両
方
の
方
式
と
も
、
目
に
見
え
な
い
よ

う
な
小
さ
な
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て

下
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が

え
ら
せ
て
い
ま
す
。 

　
自
然
の
川
に
も
多
く
の
微
生
物
が
住
ん

で
い
ま
す
が
、
下
水
処
理
施
設
で
は
こ
の

微
生
物
の
働
き
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

           

☆
処
理
の
仕
組
み 

 

①
微
生
物
が
汚
れ
を
食
べ
る 

処
理
槽
に
下
水
を
た
め
て
、
空
気
を
送

る
と
微
生
物
た
ち
は
下
水
中
の
汚
れ
の

も
と
を
せ
っ
せ
と
食
べ
て
く
れ
ま
す
。 

②
集
ま
っ
て
重
く
な
る 

微
生
物
は
、
下
水
中
の
汚
れ
を
食
べ
て
、

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

仲
間
ど
う
し
が
く
っ
つ
い
て
「
フ
ロ
ッ

ク
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
沈

み
や
す
く
な
り
ま
す
。 

③
お
腹
一
杯
に
な
っ
て
沈
む 

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
微
生
物
た
ち

は
、
汚
泥
と
な
り
処
理
槽
の
底
に
沈
み

ま
す
。
そ
の
う
わ
水
は
み
ち
が
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。 

④
最
後
は
き
れ
い
な
水
に 

う
わ
水
は
塩
素
で
消
毒
し
川
に
戻
し
ま

す
。
沈
ん
だ
汚
泥
は
後
で
汲
み
取
り
焼

却
を
し
た
後
、
埋
め
立
て
処
分
に
し
ま

す
。 

 

☆
み
ん
な
で
守
ろ
う
下
水

　
道
の
エ
チ
ケ
ッ
ト 

 

　
下
水
道
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
で
も
流

し
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
は
、
み
ん
な
で
使
う
公
共
の
財
産

で
す
。
使
う
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ

て
上
手
に
使
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

①
油
類
、
ガ
ソ
リ
ン
類
や
薬
品
は
流
さ
な

い 　
油
類
を
流
す
と
汚
水
管
が
詰
ま
っ
た

り
処
理
場
の
微
生
物
が
活
動
し
な
く
な

り
ま
す
。 

　
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
新
聞
紙
な
ど
で

吸
い
取
る
か
、
油
を
固
め
る
製
品
で
、

燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。 

②
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は

流
さ
な
い 

　
水
に
溶
け
な
い
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
流
す
と
汚
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な

り
ま
す
。 

　
水
洗
ト
イ
レ
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
紙
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
（
生
理
用
品
も
同
様
に
流
さ
な

い
で
下
さ
い
。
） 

③
台
所
の
ゴ
ミ
は
流
さ
な
い 

　
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
、
残
飯
な

ど
の
ゴ
ミ
は
、
汚
水
管
が
つ
ま
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
目
皿
を
つ
け
て
流
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 
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健
康
づ
く
り
計
画
を

健
康
づ
く
り
計
画
を 

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
立
て
て
い
ま
す

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
立
て
て
い
ま
す 
健
康
づ
く
り
計
画
を

健
康
づ
く
り
計
画
を 

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
立
て
て
い
ま
す

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
立
て
て
い
ま
す 
健
康
づ
く
り
計
画
を 

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
立
て
て
い
ま
す 

和島村健康づくり計画策定委員 

健康づくり計画策定委員会活動結果 

お　名　前 

山　田　秀　和 

家　合　寿　美 

矢　部　美　鈴 

早　川　正　善 

木　村　佐知子 

久　住　正　代 

宮　田　増　夫 

小　林　ナツエ 

Ｈ15 

 

 

 

Ｈ16 

 

10 

 

12／1 

 

2／2 

3／23

健康づくり計画企画書作成 

委員の公募 

第1回健康づくり計画策定委員会 

第2回ワーキングで内容整理 

第2回健康づくり計画委員会 

健康づくり推進協議会 

年　　代 

30代 

〃 

20代 

40～50代 

〃 

〃 

60～70代 

〃 

 

自営業、消防団 

ひよこくらぶ 

ひよこくらぶ 

飲食業 

健康づくり推進員（一般公募） 

健康づくり推進員、ヘルパー（一般公募） 

駅前老人会長 

介護家族 

所　　属 

85

90

95

100

最終日（8月11日） 初日（5月12日） 

0

10

20

30

40

最終日（8月11日） 初日（5月12日） 
19

20

21

22

23

最終日（8月11日） 初日（5月12日） 

89.25

最大一歩  

開眼片足立ち  握力（右） 

最大一歩  

開眼片足立ち  握力（右） 

最大一歩  

開眼片足立ち  握力（右） 

19.12

97.17

36.72

20.3

22.15

7.9cm 
アップ！ 

17.6秒 
アップ！ 

1.8�   
アップ！ 

    

　
元
気
の
素
は
足
腰
か
ら
で
す
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
い
た
い
あ
な
た
、
運
動

で
心
と
健
康
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。 

■
日
　
程 

　
５
月
 10
日
か
ら
主
に
毎
週
月
曜
日 

■
時
　
間
／
午
前
 10
時
〜
 11
時
 30
分 

■
場
　
所
／
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

■
対
　
象 

　
 70
歳
以
上
で
体
力
の
低
下
や
よ
く
つ

ま
ず
く
、
疲
れ
や
す
い
方
な
ど 

■
内
　
容 

　
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め

の
運
動 

　
体
力
測
定
を
行
い
、
専
門
の
理
学
療

法
士
が
各
自
に
あ
っ
た
無
理
の
な
い
運

動
方
法
を
ご
相
談
い
た
し
ま
す
。 

■
料
　
金
　 

　
５
月
 10
日
に
お
茶
代
と
し
て
１
０
０

円
が
必
要
で
す 

■
申
込
期
限
／
４
月
 12
日

 （月） 

※
送
迎
も
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課
保
健
衛
生
係 

　
（
�
 74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
５
１
） 

 

※
左
の
表
は
平
成
 15
年
度
の
成
果
で
す
。 

　
毎
日
の
食
事
を
楽
し
ん
で
若
々
し
い

感
性
を
失
わ
ず
に
い
る
た
め
ミ
ド
ル
の

お
手
軽
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
酒
の
つ
ま
み
。
毎
日
の

献
立
・
魚
の
さ
ば
き
…
お
い
し
い
食
事

づ
く
り
の
腕
を
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
日
　
程 

毎
月
第
４
木
曜
日 

４
月
は
 22
日

 （木）
に
開
催
し
ま
す 

■
時
　
間
…
午
前
９
時
 30
分
〜
 12
時 

■
対
　
象 

・
お
一
人
ぐ
ら
し
・
お
二
人
ぐ
ら
し
・

日
中
お
一
人
な
ど
の
方 

・
退
職
し
た
け
ど
料
理
が
に
が
て 

・
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
見
た

い
人 

・
男
女
問
わ
ず
。
男
性
も
大
歓
迎 

■
参
加
費 

　
毎
回
１
０
０
円 

（
２
カ
月
に
１
度
１
合
の
米
） 

■
募
集
定
員
…
 10
名
程
度 

■
申
込
締
切
…
４
月
 12
日

 （月） 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課
保
健
衛
生
係 

（
�
 74
―
３
１
１
１
　
内
線
2
5
1
） 

　
和
島
村
で
は
住
民
参
加
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
「
和
島
村
健
康
づ

く
り
計
画
」
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
策
定

し
て
い
ま
す
。 

　
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
い
う
こ
と
で
、

健
康
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
と
し
て
公

募
を
含
め
８
名
の
一
般
村
民
の
皆
さ
ん
に

参
加
を
い
た
だ
き
、職
員
と
合
わ
せ
 18
名

の
メ
ン
バ
ー
で
「
健
康
づ
く
り
を
と
お
し
て

豊
か
な
人
生
を
目
指
す
た
め
の
計
画
を

住
民
主
役
で
」
を
合
い
言
葉
に
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
２
月
１
日
に
は
第
２
回
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、和
島
村
の
健
康
上
の
問
題

を
知
り
実
際
の
生
活
は
こ
う
な
っ
て
い
て
、

自
分
の
求
め
る
健
康
な
姿
に
つ
い
て
検
討

し
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
そ
ん
な
中
で
、
委
員
か
ら
は
「
若
者
は

肉
や
生
野
菜
が
毎
食
欠
か
さ
ん
な
い
し
、

中
高
年
者
は
ま
だ
ま
だ
つ
け
物
や
濃
い
味

が
は
な
さ
ん
な
い
」「
昔
は
外
や
山
で
よ

く
遊
ん
だ
が
今
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ば
っ
か

り
し
て
子
供
は
外
で
遊
ば
ん
の
」「
こ
の

ま
ま
の
生
活
が
続
く
と
先
が
心
配
だ
ね
」

な
ど
、白
熱
し
た
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。 

　
３
月
に
は
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

も
開
催
さ
れ
平
成
 16
年
度
に
和
島
村
の

現
状
に
即
し
た
健
康
づ
く
り
計
画
が
完

成
の
予
定
で
す
。 
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新 氏　　名 旧 新 氏　　名 旧 

役場職員及び小中学校教職員人事異動 役場職員及び小中学校教職員人事異動 
■役場職員人事異動 

（平成１6年４月1日付け） 

学　校　名 
転　　出　　者 

職　名 氏　　名 年数 転　出　先 職　名 氏　　名 旧　任　地 

転　　入　　者 

■平成15年度末・平成16年度初教職員 
和島村教育委員会 

郷本川との関わりに関する質問 

和島村の85％以上の方が、郷本川は普段の生活に関わ 
りがあると感じているようです。（洪水、水田） 

あなたの生活は、郷本川と関係があるとおもいますか？ 

よくあると思う。 
68％ 

たまには 
あると思う。 
18％ 

あまりある 
とは思わない。 
10％ 

全くない 
と思う。3％ わからない。1％ 

郷本川の河川改修に関する質問 

洪水に対して不安を感じたこたがある人が70％に上っており、 
洪水に対して安全な河川整備が求められています。 

あなたは郷本川で洪水が起きたときに、生命や財産 
または生活に不安を感じたことがありますか？ 

2～3回程度ある。 
19％ 

1回くらいならある。 
18％ 

洪水があふれているのを 
みたことはあるが、 
そこまで不安に 
感じたことはない。 
21％ 

何回もある 
（3回以上）。32％ 

自然豊かな里山や 
田園風景の残された、 
今までのような川。 
30％ 

農業などの利水に 
適した用水路として 
整備された川。 

9％ 
洪水に対して安全で、 
川のそばに暮らしていて 
不安のない川。 

50％ 2～3回程度ある。 
19％ 

1回くらいならある。 
18％ 

洪水があふれているのを 
みたことはあるが、 
そこまで不安に 
感じたことはない。 
21％ 

洪水にあったことがないので、 
不安を感じたことはない。 

5％ 

何回もある 
（3回以上）。32％ 

その他 
5％ 

郷本川の将来像に関する質問 

将来の郷本川について、自然豊かな里山や田園風景を残しつつ、 
洪水に対して安全である川を望んでいます。 

郷本川を未来へ残していくのに、何を優先して整備 
した方がよいとおもいますか？ 

自然豊かな里山や 
田園風景の残された、 
今までのような川。 
30％ 

農業などの利水に 
適した用水路として 
整備された川。 

9％ 

草刈りなどの維持管理が 
いらないコンクリート等で 
固められた人工的な川。 

8％ 

その他 
3％ 

洪水に対して安全で、 
川のそばに暮らしていて 
不安のない川。 

50％ 

 総　務　課　課　長 早　川　　　貢 住　民　課　課　長 

 住　民　課　課　長 小　黒　宏　聡 ３か町村合併事務局係長 

 収 入 役 室　係　長 久　住　美　枝 教育委員会　係　長 

 教育委員会　係　長 早　川　勝　弘 地域開発課　係　長 

 住民課（社協合併）係長 若　山　里　美 収 入 役 室　係　長 

 ３か町村合併事務局主査 池　田　博　志 地域開発課　主　任 

 地域開発課（農進室）主事 羽　鳥　妙　子 議会事務局　主　事 

 議会事務局　主　事 宮　田　綾　野 住　民　課　主　事 

 

 地域開発課　主　事 和　田　浩　之 新　採　用 

 総　務　課　主　事 久　住　浩　明 新　採　用 

 住　民　課　主　事 小谷松　聖　子 新　採　用 

 退　　職 大　矢　猛　雄 総　務　課　課　長 

 ※現在、出雲崎町にある合併事務局に２名出向しています。 

※４月より三島郡３か町村社会福祉協議会合併協議会事務局が、 

　和島村に、新たに設置され行政の専従職員１名を配置致します。 

 桐島小学校 教　頭 藤　下　直　人 ３  
  教　諭 古　川　康　成 ５  
  事務員 廣　田　広　美 １ 退　　　　職 
 島田小学校 教　諭 齊　川　澄　子 ３  
  教　諭 本　田　英　雄 ３  
  事務員 笠　井　百合子 １ 退　　　　職 
 北辰中学校 教　頭 大　矢　慎　一 ３ 長岡市教育委員会 
  教　諭 長谷川　宮女子 ５  
  教　諭 熊　倉　明　子 ４  

 教　頭 田　代　容　子 
 教　諭 貝　瀬　斉　子 
 非常勤講師 金　子　純　一 
 教　諭 大　矢　法　子 
 教　諭 諏訪部　里　子 
 主　事 渡　邉　雄　樹 新　　採　　用 
 教　頭 滝　沢　貞　夫 
 教　諭 岡　田　　　純 
 教　諭 五十嵐　博　利 
 教　諭 牛　膓　俊　樹 
 教　諭 池　田　隆　史 

六日町市  
長 岡 市  
 
小千谷市  
上 越 市  
 
 
三 条 市  
長 岡 市  

五 日 町 小 学 校  
四 郎 丸 小 学 校  
 
東小千谷小学校  
八 千 浦 小 学 校  
 
 
第 一 中 学 校  
江 陽 中 学 校  

柏 崎 市  
出雲崎町  
中之島町  
寺 泊 町  
小 国 町  
 
十日町市  
三 条 市  
三 条 市  
津 南 市  
柏 崎 市  

槙 原 小 学 校  
出雲崎小学校  
上 通 小 学 校  
本 山 小 学 校  
下小国小学校  
 
下 条 中 学 校  
第 一 中 学 校  
第 一 中 学 校  
津 南 中 学 校  
鏡が沖中学校  

　
新
潟
県
で
管
理
し
て
い
る
郷
本
川
に

つ
い
て
、
今
後
概
ね
 20
〜
 30
年
で
実
施

す
る
工
事
や
維
持
管
理
の
内
容
を
記
述

し
た
河
川
整
備
計
画
の
作
成
の
参
考
に

す
る
た
め
、
昨
年
末
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
の
地
域
開
発
課
に
置
い
て
あ
り
ま

す
「
郷
本
川
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
は
、
郷
本
川

流
域
の
和
島
村
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た

（
約
１
、
０
０
０
戸
）
。
そ
の
う
ち
、

約
 14
％
に
あ
た
る
１
４
７
戸
の
み
な
さ

ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
第
２

回
郷
本
川
水
系
流
域
協
議
会
に
提
案
し
、

整
備
計
画
案
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 
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電気冷凍庫の回収とリサイクル 

消　費　者 

収集・運搬、
再商品化等
にかかる費
用の支払い 

使った人 

費用を払う人 

家電小売店 

自らが過去
に販売した
対象機器の
引取り 

売った人 

収集・運搬をする人 

製造業者等 

引き取った
対象機器の
リサイクル 

作った人 

リサイクルする人 

～特に平日のご協力をお願いします。～ 

　平成16年４月１日から家庭用電気冷凍庫も家電リサイクル法に基づき回収・リサイクルが行われます。 
　家庭用電気冷凍庫は家電リサイクル法の対象品目としてすでに回収が行われている家庭用電気冷
蔵庫と同様の機能と構造をしており、オゾン層破壊や地球温暖化の原因となるフロン類が冷媒、断
熱材発泡剤として使われてきました。家庭用電気冷凍庫が家電リサイクル法の対象となることで、
フロン類の回収が一層推進され、廃棄物の減量や資源の有効利用が図られます。 
　これからは、これまでの家電４品目（洗濯機、エアコン、テレビ、冷蔵庫）に加え、家庭用電気
冷凍庫についても、買い替え等の際に購入した家電小売業者から引き取ってもらってください。 

◎お問い合わせ先：役場住民課・保健衛生係（� 74－3111） 

家電リサイクル法とは 
　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）とは、生活環境の保全
と経済の健全な発展を目的として家電製品のリサイクルについて定められ
た法律です。これまではエアコン・テレビ（ブラウン管方式に限る）・電
気冷蔵庫・電気洗濯機の４品目が対象でしたが、４月1日から冷凍庫も対
象となります。 
　これら５品目の家電製品を捨てる場合、消費者は所定の料金を支払い、
それを購入した、または、同じ種類の製品を買おうとしている家電小売店
に連絡し、引き取ってもらうことになっています。 

　例年４月は協力者の減少により血液が不足します。
きたまち献血ルームは12月31日と1月1日を除く毎
日開設しています。輸血を必要とする患者さんに安
全性の高い血液をお届けするため、400mL献血と成
分献血にご協力をお願いします。 
　また、安定供給の確保のために継続した献血のご
協力をお願いします。 
　新潟県赤十字血液センター長岡出張所 
　フリーダイヤル　0120-056-339 
　受 付 時 間　9時30分～17時 

　
島
田
小
学
校
２
年
生
、
矢
沢
真
由
子

さ
ん
が
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
に

関
す
る
作
文
」
で
低
学
年
の
部
奨
励
賞

を
受
賞
し
そ
の
表
彰
式
が
３
月
５
日

 （金）

新
潟
県
庁
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
作
文
は
青
少
年
の
健
全
育
成
の

基
盤
で
あ
る
家
庭
の
健
全
化
を
図
り
、

正
し
い
し
つ
け
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、

家
族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
の
拡
大
の
た
め
、

「
健
全
な
家
庭
づ
く
り
運
動
」
の
一
環

と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
は
、
大
切
な

宝
物
で
す
。
家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
増
や

し
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 



INFORMATION

4月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

『スプリングフェア』 

◆期　日／４月１日～５月５日 
◆会　場／国営越後丘陵公園 
◆内　容／花の丘や、様々な遊びで華やかに演出します。自

然探勝路では春の山野草や木々の芽吹きをお楽し
みいただけます。 

◆問合せ／越後公園管理センター（� 47－8001） 

長岡市 

『栃尾てまり製作実演・体験』 

◆期　日／４月10日・11日 
◆会　場／道の駅Ｒ290とちお 
◆内　容／栃尾てまりの会による実演のほか体験 
　　　　　（２時間程度、材料費500円）もできます。 
◆問合せ／栃尾市観光協会（� 51－1195） 

栃尾市 

『天領の里オープン10周年記念感謝祭』 

◆期　日／４月29日～５月５日 
◆会　場／越後出雲崎天領の里 
◆内　容／オープン１０周年を記念して、郷土芸能・神楽舞

の披露など各種イベントを開催いたします。 
◆問合せ／出雲崎天領の里（� 78－4000） 

出雲崎町 

4月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科（小児科）・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

17

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  11日（日）�

  18日（日）�

  25日（日）�

    4日（日）�

  29日（祝）�

トマト・レディス・クリニック 

杉 本 医 院  

明 石 医 院  

小 林 医 院  

丸 岡 医 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

長 岡 中 央 綜 合 病 院  

立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

○出前 
【中沢集落開発センター】 

○フリーデー 

○わくわくデー 
（はじめましての会） 

○出前 
【村田公会堂】 

○フリーデー 

○フリーデー 

○わくわくデー 
（発育測定 誕生会） 

○フリーデー 

※わくわくデー　フリーデー
は保育所です。 

４
月
の
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
は
４
月
19
日
か
ら
始
ま
り
ま
す 

○お問合せ…住民課福祉係（� 74-3111） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 
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2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 
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今 月 の テ ー マ 

鳥インフルエンザ 

 

　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で
す
か 

 

　
ト
リ
の
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
異
な
っ

た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
ば

れ
、
こ
の
う
ち
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
受
け

た
鳥
類
が
死
亡
し
、
全
身
症
状
な
ど
の
特

に
強
い
病
原
性
を
示
す
も
の
を
「
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
び
ま
す
。

鶏
、
七
面
鳥
、
う
ず
ら
等
が
感
染
す
る
と
、

全
身
症
状
を
お
こ
し
、
神
経
症
状
（
首
曲

が
り
、
元
気
消
失
等
）
、
呼
吸
器
症
状
、

消
化
器
症
状
（
下
痢
、
食
欲
減
退
等
）
等

が
現
れ
、
鳥
類
が
大
量
に
死
亡
す
る
こ
と

も
ま
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

　
こ
れ
ま
で
に
ヒ
ト
に
感
染
し
た
例

は
あ
り
ま
す
か 

 

　
１
９
９
７
年
香
港
に
お
い
て
Ｈ
５

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
 18
名
が
感
染
、

６
名
が
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
３
年
２
月
、
同
じ
く
香
港
に
お
い

て
H
５
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
２
名
で
確
認
さ
れ
、
う
ち
１
名
は
死

亡
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
感
染
の
拡

大
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
し
か
し
２
０
０
３
年
３
―
４
月
オ
ラ
ン

ダ
で
は
Ｈ
７
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
流
行
の
際
に
、
家
族
内
で
３
人
に
結
膜

炎
と
軽
い
呼
吸
器
症
状
が
み
ら
れ
ヒ
ト
か

ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
疑
わ
れ
た
例
も
あ
り

ま
す
。 

  

　
ど
の
よ
う
に
ヒ
ト
に
感
染
す
る
の

で
す
か 

 

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
香
港
な
ど

の
よ
う
に
店
頭
で
の
生
き
た
ニ
ワ
ト

リ
の
小
売
り
が
一
般
的
な
地
域
に
お
い
て

発
生
し
た
感
染
事
例
や
、
防
疫
業
務
に
携

わ
っ
た
人
の
感
染
事
例
な
ど
、
ま
れ
に
ト

リ
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
（
数
十
例
ほ
ど
）

が
見
ら
れ
ま
す
。
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感

染
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
で
疑
わ
れ
る
と

の
報
告
が
わ
ず
か
に
あ
る
の
み
で
す
。 

　
ま
た
ヒ
ト
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
受
け
る
の
は
、
病
鳥
と
近

距
離
で
接
触
し
た
場
合
、
ま
た
は
そ
れ
ら

の
内
臓
や
排
泄
物
に
接
触
す
る
な
ど
し
た

場
合
が
多
く
鶏
肉
や
鶏
卵
か
ら
の
感
染
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

　
鶏
肉
や
鶏
卵
か
ら
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か 

 

　
食
品
と
し
て
の
鳥
類
（
鶏
肉
や
鶏

卵
）
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヒ
ト

が
感
染
を
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
病
原
性
の
高
い

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
上
、
家
畜
伝
染
病
（
法
定
伝
染
病
）

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
発
生
し

た
場
合
は
、
鳥
の
間
で
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
発
生
の
届
出
、
隔
離
、
殺
処
分
、
焼

却
又
は
埋
却
、
消
毒
等
の
ま
ん
延
防
止
措

置
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
食
品
と
し
て
の
鶏
肉
、
鶏
卵
な
ど
か

ら
の
感
染
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
W
H
O
に
よ
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
は
適
切

な
加
熱
に
よ
り
死
滅
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
方
法
と
し
て
、
食
品
の
中
心
温

度
を
 70
度
に
達
す
る
よ
う
加
熱
す
る
こ
と

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
ヒ
ト
と
鳥
で
は
「
種
の

壁
」
が
あ
る
た
め
、
鳥
に
比
べ
感
染
の
リ

ス
ク
は
極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

 

　
山
口
県
の
事
例
へ
の
対
策
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？
（
感
染
し

た
鳥
の
処
分
は
） 

 

　
現
在
、
農
林
水
産
省
で
は
、
次
の

よ
う
な
、
家
畜
防
疫
の
観
点
で
の
対

応
を
進
め
て
い
ま
す
。 

・
当
該
農
場
の
飼
養
鶏
全
羽
の
殺
処
分
、

消
毒 

・
半
径
 30
�
以
内
の
区
域
の
周
辺
農
場
に

お
け
る
移
動
の
制
限
、
疫
学
調
査
の
実

施 

　
　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
ヒ
ト
へ

の
感
染
の
防
止
や
、
万
が
一
の
患
者
の

発
生
に
備
え
、
次
の
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。 

・
こ
れ
ま
で
、
鶏
肉
や
鶏
卵
の
摂
取
に
よ

る
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
念
の
た
め
、
当
該
農
場
に

対
し
、
出
荷
さ
れ
た
鶏
卵
の
自
主
回
収
、

関
係
者
の
健
康
状
態
の
確
認
、
感
染
防

御
の
徹
底
を
指
導 

・
万
が
一
、
患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
て
、
医
療
機
関
な
ど
に
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
患
者
に

関
す
る
情
報
提
供
の
協
力
要
請
な
ど
、

迅
速
な
情
報
の
把
握 

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
ヒ
ト
の

健
康
被
害
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

【
出
典
／
国
立
感
染
症
研
究
所 

　
　
　
　
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
　
】 
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歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

お
詫
び
と
訂
正 

　
広
報
わ
し
ま
３
月
号
 10
ペ
ー
ジ
「
良
寛
の
里

書
初
め
大
会
入
選
者
紹
介
」
の
欄
で
小
学
校
４

年
生
の
部
、
議
長
賞
受
賞
者
の
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

正
　
山
田
　
明
実 

誤
　
山
田
　
朋
実 

 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

■
法
善
町
　
早
川
　
音
一
　
様 

■
保
内
郷
信
行
会
寒
行
者
一
同 

様 

 
・４月20日（火） 
　　ゆきわり荘　　　　　 9：40～10：40 
　　旧農協妙法寺出張所　11：00～11：20 
 
・更新料金　3,100円 
・新規料金　6,100円 
（料金内訳　登録料3,000円、注射3,100円） 
・動物愛護協会入会希望者は別途会費1,000円が必要
です。 
※料金は現金で、またお釣りのいらないようご準備
ください。 

 
①犬を制御できる人が連れてきてください。 
②便の始末ができるよう、ちり紙やビニール袋など
をご持参ください。 
③当日、都合の悪い方は動物病院で受けてください。 
④犬が死亡した場合及び人に譲った場合は、必ず役
場住民課・保健衛生係へ届出を行ってください。 
⑤犬の登録と狂犬病予防注射を受けないで飼育して
いると法律により罰せられることがあります。 
⑥犬がいなくなった時は、必ず動物保護管理センター
（� 34－1416）若しくは役場住民課・保健衛生係
へご連絡ください。（保護された犬は、役場の告
示板に公示してあります。） 

 
○体調の悪い犬は問診受付で獣医師に申し出てくだ
さい。 
○犬が昨年と違う時は、新規受付で新しく申請書に
記入してください。 
 

Ｑ
　
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

夜
寝
る
と
き
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
す
か 

 

Ａ
　
一
般
的
に
、
夜
寝
る
と
き
は

入
れ
歯
を
外
し
て
、
歯
磨
き
と
入

れ
歯
の
掃
除
を
し
て
、
洗
浄
剤
や

水
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ

う
。 

　
入
れ
歯
を
一
日
中
装
着
し
た
ま

ま
だ
と
、
部
分
入
れ
歯
の
金
具
を

か
け
て
い
る
歯
や
粘
膜
に
負
担
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

寝
て
い
る
と
き
は
外
し
て
お
き
、

歯
や
粘
膜
を
休
ま
せ
て
あ
げ
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。 

　
朝
、
入
れ
歯
を
装
着
直
後
は
少

し
き
つ
く
、
締
め
付
け
ら
れ
た
感

じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
な
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
れ

歯
を
外
さ
ず
、
装
着
し
た
ま
ま
寝

た
方
が
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
残
っ
て
い
る
歯
が
少
な
く
、

義
歯
を
外
す
と
そ
の
歯
に
大
き
な

負
担
が
か
か
る
と
き
や
、
入
れ
歯

を
外
す
と
呼
吸
が
し
づ
ら
い
と
い

う
様
な
方
は
、
入
れ
歯
を
装
着
し

た
ま
ま
寝
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
も
、
入
れ
歯
を
外
し
て
、

歯
磨
き
と
入
れ
歯
の
清
掃
は
し
っ

か
り
と
し
て
か
ら
、
ま
た
装
着
し

て
寝
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
） 

　今春、道の駅「良寛の里わしま」がリニューアル
オープンします。現在、オープンに向けて準備が進
められていますのでご期待ください。 
　なお、４月１日に「道路情報ターミナル」が先に
オープンします。 
　この施設には駐車場や一般ドライバーの休憩施設、
道路情報コーナーなどが設置されています。みなさ
んどうぞご利用ください。 
　お問合せ　国土交通省　長岡国道事務所 
　� 0258－36－4551　 
　ホームページ　http://chokoku.jp/

　日頃、日常生活における様々な悩みごとや困りご
とはありませんか？ 
　和島村社会福祉協議会では、平成十六年度も引き
続き心配ごと相談所を開設します。 
　心配ごと相談員が、公正な立場で誠意をもって、
問題解決に向けて助言・援助を行います。 
秘密は厳守されますので遠慮なくお気軽にご相談下
さい。 
■開催日　　毎月第１・第３火曜日　 
（ただし、祝日の場合は、翌日になります。） 
■時　間　　午前九時～正午まで 
■会　場　　ゆきわり荘 

心配ごと相談員 
氏　　　　名 
大　宅　　　博 
小　林　豊　一 
久　住　眞　吾 
谷　川　清　子 

部　　落 
東　保　内 
城　之　丘 
下　富　岡 
両　　　高 

（敬称略） 
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新
潟
県
持
家
住
宅
建
設 

資
金
貸
付
制
度 

平
成
16
年
度 

銃
砲
刀
剣 

類
登
録
審
査
会
日
程
に 

つ
い
て 

環境美化運動 
のお知らせ 

　
平
成
16
年
度
の
環
境
美
化
運
動
の
日
程
が
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。 

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
１
回
　
　
４
月
18
日
（日）
　
午
前
６
時
〜
７
時 

第
２
回
　
　
８
月
８
日
（日）
　
午
前
６
時
〜
７
時 

第
３
回
　
　
10
月
17
日
（日）
　
午
前
６
時
〜
７
時 

    

■
審
査
会
日
程 

・
新
潟
会
場
　 

　
平
成
 16
年
　
　
４
月
 16
日

 （金） 

　
　
　
　
　
　
　
８
月
 20
日

 （金） 

　
　
　
　
　
　
　
 11
月
 19
日

 （金） 

　
平
成
 17
年
　
　
１
月
 21
日

 （金） 

・
長
岡
会
場 

　
平
成
 16
年
　
　
６
月
 18
日

 （金） 

　
　
　
　
　
　
　
 10
月
 15
日

 （金） 

　
平
成
 17
年
　
　
２
月
 18
日

 （金） 

■
会
　
場 

新
潟
会
場
／
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室 

（
新
潟
市
新
光
町
４
―
１
） 

長
岡
会
場
／
長
岡
総
合
庁
舎
第
２
会

　
　
　
　
　
議
室 

（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３
―
２
） 

■
時
　
間 

　
午
前
 10
時
か
ら
午
後
２
時
３
０
分 

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
は
休
憩
） 

■
持
参
す
る
も
の 

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

類 銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署

が
発
行
し
た
も
の
） 

審
査
手
数
料
（
１
件
、
６
３
０
０
円

を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
） 

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。 

■
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合 

①
す
み
や
か
に
最
寄
の
警
察
署
に
届
け

で
て
く
だ
さ
い 

②
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
届
出

後
、
審
査
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

③
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
こ
ら
れ

る
場
合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

④
登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定
め
る

鑑
定
の
基
準
（
美
術
的
価
値
、
伝
統

的
な
制
作
方
法
等
）
に
よ
っ
て
審
査

し
ま
す
。
登
録
対
象
と
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
登
録
証
が
交
付
さ
れ
、
所

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
移
動
の
際
に
は
、
危
険
の
な
い
よ
う

に
梱
包
し
、
盗
難
等
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

   

　
新
潟
県
で
は
、
県
内
で
「
に
い
が
た

ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」
を
使
用
し
た
住
宅

の
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ
る
方
に
、
低

利
の
特
別
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
に
い
が
た
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」
と

は
県
が
定
め
た
基
準
に
合
格
し
た
、
「
県

産
ス
ギ
材
製
品
」
で
す
。 

■
利
　
率 

・
当
初
 10
年
間 

　
募
集
時
の
住
宅
金
融
公
庫
の
基
準
金

利
よ
り
１
％
低
い
金
利 

・
 11
年
目
以
降 

　
募
集
時
の
住
宅
金
融
公
庫
の
 11
年
目

以
降
適
用
金
利
と
同
じ 

■
融
資
限
度
額 

　
新
築
６
０
０
万
円 

　
増
改
築
２
５
０
万
円 

■
返
済
期
間 

　
 25
年
以
内
（
元
利
均
等
毎
月
償
還
） 

■
適
用
条
件 

「
に
い
が
た
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」
を
一

定
割
合
以
上
使
用
す
る
こ
と
な
ど 

■
募
　
　
集 

　
年
間
６
回
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

時
期
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

■
問
合
せ
先 

　
土
木
部
都
市
局
　 

　
建
築
住
宅
課
　
街
並
み
推
進
係 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
４
２
） 

             

             

　
制
度
変
更
に
伴
い
今
ま
で
使
用
さ
れ

て
い
た
有
料
道
路
割
引
証
が
平
成
 16
年

５
月
 31
日
を
も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。 

　
現
在
「
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引

制
度
」
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
変
更

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
は
次
の
と
お

り
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
対
象
障
害
者
の
範
囲 

①
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
さ
れ
る
場
合 

　
身
体
障
害
者
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
対
象
に

な
り
ま
す
。 

②
障
害
者
本
人
以
外
の
方
が
運
転
さ
れ
、

障
害
者
ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
る
場
合 

　
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
重

度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方 

■
割
引
金
額 

　
通
常
料
金
の
半
額 

　
（
通
常
半
額
と
な
り
ま
す
が
、
端
数

が
生
じ
る
場
合
は
、
ご
利
用
に
な
る

有
料
道
路
の
計
算
単
位
に
よ
り
 10
円

単
位
又
は
、
 50
円
単
位
で
切
り
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
） 

■
必
要
書
類 

・
有
料
道
路
障
害
者
割
引
申
請
書
兼
Ｅ

Ｔ
Ｃ
利
用
申
請
書 

・
今
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
有
料
道
路

通
行
料
金
割
引
証 

・
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳 

・
登
録
を
希
望
す
る
車
の
車
検
証 

・
運
転
免
許
証
（
本
人
又
は
介
護
人
） 

       

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
住
民
課
住
民
福
祉
係 

　
（
�
 74
―
３
１
１
１
内
線
２
５
５
） 

　基本健診は、皆さんの健康づくりと

病気の予防に役立てていただくために

毎年行っています。「早期発見」と「早

期治療」これが病気に打ち勝つ決め手！ 

そのために欠かせないのが、年に１度

の健康診断です。 

　健康で、いきいきとした生活を過ご

すことがみんなの願いです。さあ、今

年も基本健診を受けましょう。 

　各地区の健康づくり推進員さんが、

平成16年度の「検診申込票」を皆さ

んのご家庭にお届けします。家族みん

ながチェックをして、ご自分の健康づ

くりと病気の予防に役立ててください。 


	h16_04_01
	h16_04_02
	h16_04_03
	h16_04_04
	h16_04_05
	h16_04_06
	h16_04_07
	h16_04_08
	h16_04_09
	h16_04_10.pdf

